
 

 

 

 

 
 

１ 単元について 

【単元観】 

 本単元は，小学校学習指導要領解説算数編，第４学年［Ｂ量と測定］のうち，（１）「面積について

単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにする。」を受けて設定した。

本単元は，第１学年で直接比較した面積について，単位とする大きさがいくつ分として数値化すること

や，その際に長方形は「たての長さ×横の長さ」，正方形は「１辺×１辺」の公式で表し，計算で求め

られるようにすることがねらいである。また，Ｌ字型や凹字型の図形の面積も，長方形や正方形を組み

合わせた形としてとらえて考え，既習事項を基に筋道を立てて説明しようとする態度を育てることがで

きる。そして，教室や体育館などの面積を表すとき，平方センチメートルを単位とすると数値が大きく

なり扱いにくくなるので，平方メートルや平方キロメートルを使うと便利であることに気づかせる。大

きい面積でも調べられることができると，児童の生活場面に生かしやすい単元でもある。 

  

【児童観】 

 本学級の児童が，「広さ」について触れるのは，第１学年の学習以来である。社会科の学習で各都道

府県の面積を比べたり，日常生活の中で広さを意識したりすることはあるが，具体的な数字がどれほど

の広さを表しているかについて感覚はあまりない。 

算数科の学習に対するアンケートでは，１学期と２学期の肯定的な回答を比較すると次のように変容

している。 

①課題について，「なぜだろう」「やってみたい」と思う。（76％→84％） 

②考えを積極的に伝えている。（52％→64％） 

③自分の考えと理由を明らかにして，分かりやすく伝えている。（48％→44％） 

④普段の生活や学習で，これまでに習ったことを生かしている。（80％→88％） 

⑤友達と話し合い，自分の考えを深めている。（68％→56％） 

⑥１時間に１回は発表している。（52％→56％） 

 課題に取り組んだり，考えを伝えようとしたりする意欲は向上してきた（①②④⑥）。しかし，依然

として発表する内容を考えることや意見を聞いて理解を深めることについては苦手としている（③⑤）。

⑤に関しては，「よくできている」と答えた児童は 13ポイント増えたが，「あまりできていない」と答

えた児童も 13 ポイント増えていたので，話し合いがうまく機能したグループと，そうでないグループ

があったと考えられる。 

 

【指導観】 

 指導にあたっては，これまでに「長さ」「かさ」「重さ」をはかった経験から，「広さ」をどのよ

うにはかったらよいかを考えさせる。他の量の測定と同様の考えを利用し，平方センチメートルの指

導では，単位となるもの（正方形）がいくつ分かという考えをもたせ，数え方がかけ算で求められる

ことに気づかせ，乗法の計算によって求めていくことを理解させる。また，平方メートルや平方キロ

メートルなど大きい単位の指導では，実測やＩＣＴを活用し，１㎡＝100ｃ㎡と安易に考えてしまわな

いように，広さの量感を身につけさせたい。 

算数 第４学年 北広島町立八重小学校 指導者 重村 栄男 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
根拠をもとにした思考・判断・表現力 

「広さを調べよう」 

（面積のはかり方と表し方） 



学びの過程では，本単元を３つに分けて指導を行っていく。初めの過程では，総合的な学習の時間

に行っている大豆栽培を取り上げる。学校の田・さつまいも畑・大豆畑の面積を比較させるために航

空写真で形を確認する。紙面上で同じ形の長方形の面積を求めることにより，ｃ㎡単位での求め方を

理解させてから㎡について扱い，畑の面積を求めさせる。次の過程では，大豆の作付面積を求められ

れば収穫量を予想できることを利用し，大豆畑の一部を収穫したため複合図形になった面積を求め，

学習意欲と必要感をもたせたい。そして，複合図形の面積を求める方法に名前をつけさせ，思考のプ

ロセスを簡潔に表すとともに達成感，一体感を味わえるようにする。最後の過程では，畑よりも大き

い面積に目を向けさせ，広島県と北海道の形を長方形や正方形，複合図形に見立てて，ｋ㎡，ａ，ｈ

ａの単位で求める活動を行い，ペアや小集団での学習を通して多様な考えを引き出し学び合うよさを

実感させたい。 

 

【本単元における育成すべき資質・能力】  根拠をもとにした思考・判断・表現力  

 本単元では，新しく学習する面積の公式を活用し，様々な図形の面積を求める活動に取り組む。そ

の際，求めるものの広さによって使用する単位を長さに注目して選択させたり，複合図形の面積を既

習の形に置き換えて求めたりすることを通して，図や式，言葉で説明する思考力・表現力を養ってい

く。また，複合図形の面積を求める活動においては，多様な考えが児童から出ることが予想される。

自分の考えを伝えたり，相手の考えを理解したりすることでコミュニケーション力を高めるととも

に，図形に応じた最も効率のよい考えを話合いによって選択させることから，判断力を培う。  

 

２ 単元の目標 

・面積を，計算によって求めることができる。 

・面積について単位と測定の意味を理解し，面積についての量感を豊かにする。 

 

３ 評価規準 

（１）算数科の単元について 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

①計算によって面積が求め

られることの便利さに気づ

き，身の回りの面積を求め

るなど，生活に生かそうと

する。 

②面積を数値化して表すこ

とのよさに気づき，広さや

状況に応じて単位を使い分

けようとしている。 

①Ｌ字型や凹字型の図形を，

長方形や正方形に分けて考

え，面積を求めることができ

る。 

②面積は，単位の何個分かで

数値化して表すことをとらえ

ることができる。 

①長方形・正方形の面積

を，公式を用いて求めるこ

とができる。 

②面積の単位の相互変換を

正しく行うことができる。 

①長方形や正方形の面積

は，計算によって求められ

ることを理解している。 

②面積の単位について，単

位相互の関係を正しくとら

えている。 

 

 

 

 

 

８ 指導計画（全８時間） 

 

 

 

 

 

【考え・基礎知識】 

・広さのことを面積といい，１
辺が１ｃｍや１ｍの正方形がい
くつ分かで表すことができる。 
・長方形や正方形の面積を求め
る時には，「たて×横」「１辺
×１辺」の公式を用いることが
できる。 

【つながり】 

・c㎡，㎡，k㎡，a，haの相
互関係を理解し，状況に応
じて単位を使い分けること
ができる。 
・複合図形を既習の図形に
置き換えて捉え，その面積
を求めることができる。 

【応用・ひろがり】 

・場所の広さを比べ，
農作物の収穫量のよう
に，面積が分かること
で求められる事柄に気
づいて活用しながら，
課題を解決することが
できる。 



（２）本校でつけたい資質・能力とめざす児童の姿について 

資質・能力 めざす児童の姿 評価規準 

根拠をもとにした 

思考・判断・表現力 

自分の考えを他者と比較し根拠をもと

にした発表ができる児童 

①複合図形の面積を長方形・正方形に置き

換えて求め，図示しながら筋道を立てて説

明している。 

②小集団の中で自分の考えを伝えるととも

に，仲間の意見を理解している。 

 

４ 単元の学習の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導計画（全１１時間） 

時 主な学習活動 
評価の観点 

関 考 技 知 主な評価規準 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
○写真上の学校の大豆畑・さつまいも
畑・田の形に注目させ，広さの調べ
方を考える。（ｃ㎡） 

 

 

 

 

◎ 

  

 

  

 

 

 

・図形を重ね合わせたり，辺の長さ

に着目したりするなど広さを比べる

ための方法を考え，友達に伝えよう

としている。 

②小集団の中で自分の考えを伝える

とともに，仲間の意見を理解しよう

としている。 

２ 

 
 
 
○長方形，正方形の形の特徴を確か
め，「１ｃ㎡がいくつ分」という見
方を用いて面積を求めたり，表した
りする。 

 
 
 

 ○  

 

 

 

 

◎ 

 ・図形の重ね合わせができない場面

があることや，辺の長さだけでは広

さを比べられないことに気づき，基

準となる広さがいくつ分あるかで表

そうと考えている。 

・方眼を利用して，田と畑の面積を

求めることができる。 

 １年 ５年 ４年 

どちらがひろい 
 

・面積の意味や測定について
の素地的活動 

面積のはかり方と表し方 
 

・面積の意味 
・面積の単位（ｃ㎡，㎡，
ａ，ｈａ，ｋ㎡）と単位の
相互関係 

・長方形，正方形の面積の求
め方と公式の意味 

・複合図形の面積 
 

直方体や立方体の体積 
 

・体積の意味 
・体積の単位と単位の相互関係 
・直方体，立方体の体積の求め
方と公式 

・複合図形の体積 
・容積，内のりの意味 

四角形と三角形の面積 
 

・平行四辺形，三角形，台形，
ひし形の面積の求め方と公式 

情報の収集 

課題の設定 

 （課題設定） 

 総合的な学習の時間に大豆を育てていますが，大豆畑の広さはどれぐらいの大きさにな

るのか調べてみよう。 

 



３ 

 
 
 
○長方形・正方形の面積を計算で求め
る方法を理解する。 

   ◎ ・「たて×横」「１辺×１辺」の公

式の意味を理解して，面積を求める

ことができる。 

４ 

 
 
 
○１辺が１ｍの正方形の面積を計算で
求め，１㎡＝10000ｃ㎡の関係を理解
する。 

 

   ◎ ・辺の長さの関係から，１㎡＝

10000ｃ㎡であることを理解してい

る。 

 

５ 

 
 
 
○面積の公式を用いて，大豆畑とさつ
まいも畑の面積を求める。 

  ◎  ・長方形，正方形の面積を求める公

式を用いて面積を求めたり，面積か

ら辺の長さを求めたりすることがで

きる。 

６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○大豆を収穫した面積（複合図形）を
求める方法を考える。（本時） 

  

 

 

 

◎ 

   

 

 

 

・長方形の一部が欠けた図形の面積

を，分割したり欠けた部分を補った

りして既習の形に直し，面積を求め

ることができる。 

①複合図形の面積を長方形・正方形

に置き換えて求め，図示しながら筋

道を立てて説明しようとする。 

７ 

 
 
 
【パフォーマンス課題】 
○学習を生かして，ドッジボールのコ
ートの面積を求める。 

 ◎   ・複合図形の面積の求め方を，筋道

を立てて説明することができる。 

①複合図形の面積を長方形・正方形

に置き換えて求め，図示しながら筋

道を立てて説明しようとする。 

８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○北広島町の面積のように，より広い
面積を表す場合にはk㎡を用いること
を理解し，k㎡と㎡の関係を理解す
る。 

    

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

・k㎡と㎡を相互に単位換算するこ

とができる。 

９ 

 
 
 
○１㎡と１ｋ㎡の間の単位の必要性に
気づき，㎡とａ，ｈａの関係を理解す
る。 
 

   ◎ ・㎡とａ，ｈａを相互に単位換算す

ることができる。 

・求めた面積をａ，ｈａで表すこと

ができる。 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・創造・表現 

課題の設定 情報の収集 

情報の収集 整理・分析 

課題の設定 情報の収集 

まとめ・創造・表現 振り返り 

振り返り 

整理・分析 

 （課題設定） 

去年の広島県の大豆は，１㎡から 90ｇ収穫できたそうです。みんなの畑からどれくらい

収穫できるか予想するために，大豆畑の面積を求めてみましょう。 

 

 （課題設定） 

長方形や正方形を利用してグランドより広い北広島町の面積を調べるには，どのように

調べればよいか考えてみよう。 

 



10 

 
 
 
【パフォーマンス課題】 
○北海道，広島県の形を長方形や正方
形，それらの複合図形に見立て，北海
道の面積は広島県の面積の何倍か考え
る。 
 

 ◎   ・図から必要な長さを測り，北海道

と広島県のおよその面積を求めるこ

とができる。 

①複合図形の面積を長方形・正方形

に置き換えて求め，図示しながら筋

道を立てて説明しようとする。 

11 

 
 
 
○仕上げの問題をとき，学習内容の理
解を確実にする。 

  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

◎ ・問題を理解し，正しく答えを導く

ことができている。 

・面積の単位変換をすることができ

る。 

・複合図形の面積についもとめるこ

とができる。 

 

６ 本時の展開 

（１） 本時の目標 

 ○複合図形の面積の求め方を考え，筋道を立てて説明することができる。 

（２）評価規準 

○長方形の一部が欠けた図形の面積を，分割したり欠けた部分を補ったりして既習の形に直し，面積

を求めている。                            【数学的な考え方】 

○複合図形の面積を長方形・正方形に置き換えて求め，図示しながら筋道を立てて説明しようとする。 

【資質・能力】 

（３）準備物 

教科書，ノート，写真（大豆畑・枝豆収穫の様子），畑のイラスト，手立て用プリント 

（４）学習の展開 

 学習活動（○），児童の反応（・） 
指導上の留意点◇ 

◆「努力を要する」状況と判断し
た児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

つ
か
む 

１ 課題を発見し，見通しをもつ。 

 

 

 

○大豆を植えた面積（作付面積）を求めればいいことに

気づき，めあてを設定する。 

・前の時間に畑の面積を求めたね。 

・枝豆として収穫した部分があるから，畑の面積と大豆

を収穫できる面積は違うよ。 

・大豆畑は長方形だったけれど，大豆がとれる面積は欠

けた形になってしまうね。 

 

 

 

 

 

 

◇枝豆として収穫した部分

があることを想起させ，長

方形や正方形にならないこ

とに気づかせる。（図で提

示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

まとめ・創造・表現 

去年の広島県の大豆は，１㎡から 90ｇ収穫できたそうです。みんなの畑からどれくらい収

穫できるか予想するために，大豆畑の面積を求めてみましょう。 



見
通
す 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

○前時に求めた，大豆畑の面積（238㎡）より小さくな

ることに気づかせる。（答えの見通しをもつ） 

○既習事項を生かして，面積の求め方に見通しをもつ。 

・長方形に直せば，「たて×横」で面積が出てくるよ。 

・枝豆の部分を引いたらいいかな。 

・形はばらばらだけど，いくつかの長方形に分けられる

ね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解
決
す
る 

３ 自力解決をする。 

・①枝豆を収穫した部分は，２×６で12㎡だね。畑全体

の面積から引くと，238-12で226㎡になったよ。 

・②縦に線を引いて分けたよ。左側が15×６で90㎡，右

側が17×８で136㎡，あわせて226㎡だよ。 

・③横に線を引いて分けたよ。上側が15×14で210㎡，

下側が２×８で16㎡，合わせて226㎡になったよ。 

・④２本線を引いて，３つの長方形に分けました。１つ

目が15×６で90㎡，２つ目が15×８で120㎡，３つ目

が２×８で16㎡，合わせて226㎡になりました。 

 

◆「欠けた部分は枝豆とし

て収穫したところ」という

言葉から，引き算が使える

ことに気づかせる。 

◆図形に点線を加えたプリ

ントを配布し，長方形２つ

に分けられることに気づか

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深
め
る
・
広
げ
る 

 
 

 
 

４ 情報を収集し，解決方法を交流する。 

○「おすすめの方法」として，グループで各自の考えを

交流する。 

 

５ 出された方法について整理・分析する。 

○面積の求め方を全体で交流する。 

・①…大きな長方形の面積を求めて，欠けているところ

を引けばいいんだね。 

・②～④は，線を引いて分けることは同じだね。 

・②～④…いくつかの長方形に分けて，後から足して

求めればいいね。 

 

 

 

 

 

 

◇自分にとって考えやすい

方法を選択させるが，④は

考えが煩雑になることか

ら，①～③の考え方のよ

さ，効率のよさを確かめ

る。 

◇考えが児童から出ない場

合は，教師が補足・提案す

る。 

 

 

 

 

 

・複合図形の

面積を長方

形・正方形に

置き換えて求

め，図示しな

がら筋道を立

てて説明しよ

うとする。 

【資質・能力】 

（発言・図示

の仕方） 

かけている形の面積を求める方法を，いろいろ見つけよう。 



 

ま
と
め
る
・
つ
な
げ
る 

６ ２つの方法から，一部が欠けた長方形の面積の求め

方をまとめる。 

○２つの方法の共通点を見つける。 

・長方形の面積の公式が当てはめられる形に直して考え

ればいいね。 

 

 

 

７ 適用問題で確かめる。 

①Ｌ字型（全員で答えを確かめる） 

②凹字型 

③回字型 

 

◇既存の知識（長方形の面

積の求め方）が活用できる

ように考えるよさに気づか

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

・複合図形の

面積を求める

ことができ

る。 

【数学的な考え方】 

（ノート・発言） 

 

８ 本時の振り返りをする。 

・初めて見る形でも，分けたり引いたりしてこれまでに

習った形に直して考えればいいと分かりました。 

  

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけている形は，長方形の面積の公式が使える形に分けたり，大きい形から引いたりして求める。 

６ｍ 
２ｍ 

○/△ ○め   
 
 
 
   ○も   
 
 
 
 
 
    
 
 

去年の広島県の大豆のしゅうかく量 

→１㎡あたり 90ｇ 

畑の写真 

①15×６＝90 

②８×17＝136 

90+136＝226 ㎡ 

①15×14＝210 

②２×８＝16 

210+16＝226 ㎡ 

①６×15＝90 

②15×８＝120 

③２×８＝16 

90+120+16＝226 ㎡ 

○まかけている形の面積は，長方形の面積の公式

が使える形に分けたり，大きい形から引いたりし
て求める。 

① 

① 

② 

① 

② 

① 
② 

③ 

（求め方） 
かけている形の面積を求める方法を， 
いろいろ見つけよう。 

 

①６×２＝12 

238－12＝226 ㎡ 

たしひき法 分別法 


